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第 3 章では，まず，偏光変調に用いられる電気光学変調器を対象として， PLM信号の一般的な数学
的表現式を導出した。次に この PLM信号を拡張することによって 2 偏光を用いた差動位相変調
(Dual Polarization D P S K : D P D P S K) 方式を提案した。





















(2) 光ノマルスあたり 2 ビットの情報を伝送でき，しかもレーザ光の位相変動ならびに偏光軸不整合に不
感応なDPDPSK光通信方式も新たに考察し その伝送特性を理論的に明らかにしているO
(3) 以上の新しく提案した 2 つの光通信方式に関する誤り率解析を行い，システム特性を明らかにする
と共に，実証実験も行い位相雑音除去効果を確認している O
以上のように，本論文は空間伝送光通信に適した光通信方式に関して多くの新しい知見を得ており，
通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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